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・認証材を使用した木造公共施設の建築
を進めてきています。これまでの実績を表2に示し
ます。
また，2026年3月完成を目標に，紋別市の新庁舎建

設計画が進められています。RC造と木造のハイブ
リッド構造とすることが検討されていて，市有林等か
らの認証材が新庁舎の構造用集成材や内装材として利
用される見込みです。

■認証材の活用事例3－ワンウェイフレーム
認証材の利用促進に向け，2009年に紋別市内の林
業・木材業・建築業12社で森林認証材活用促進協議
会が設立されました。協議会で取り組んだことの一つ
が，「ワンウェイフレーム構造」の開発です。これ
は，横材にカラマツ集成材，縦材にトドマツ製材を配
し，それそれをL型プレートとドリフトピンで接合し
たロの字フレームを現場で組み立てる構造です（写真

4）。建方が容易で施工期間および施工コストが削減
できる特徴があり，応急仮設住宅として活用すること
も検討されました。

■認証材の活用事例4～みなとモデル～
東京都港区は，区内で建築される一定規模以上の建
築物に，港区と協定を結んでいる自治体から産出され
る木材の使用を推奨する「みなとモデル二酸化炭素固
定認証制度」を実施しています2)。みなとモデルは，
紋別を始めとする協定自治体の森で吸収された二酸化
炭素を，港区内の建築物で固定する仕組みで，該当す
る建築物には固定した二酸化炭素量を表示した標章
（図1）が発行されます。

この制度発足の基になったのが2009年に港区で開
催された「森と水サミット」で，紋別市は全国の8市
町村の一つとして初回から参加しています。これまで
に，表3に示すような港区内の建築物で紋別市の認証
材が使用されてきています。

■認証材の活用事例5～オリパラ・バイオマス発電～
新国立競技場（杜のスタジアム）の大屋根に認証カ
ラマツ材（写真5）が，選手村に設置された交流ス
ペース「ビレッジプラザ」に認証トドマツ材がそれぞ
れ使用されています。ビレッジプラザに使用されたト
ドマツ材は返却され，再利用方法が検討されていま
す。

2016年に営業運転を開始した紋別バイオマス発電
所は，認証材については300円/m3上乗せして買い取
りしています。年間取り扱い量が1万m3なので，300
万円が山に還元されています。

■今後に向けて
網走西部流域地域は国の公募事業である「林業成長
産業化地域創出モデル地域」に選定され，2017年か
ら2021年までの5年間，森林認証を柱とした環境ブラ
ンドの確立による魅力ある林業・木材産業への転換に
取り組んできました。たとえば，
・首都圏企業のCSRに対するマーケティング調査，
セミナーの開催
・森林認証の環境価値を活かしたプロモーション（首
都圏で開催される展示会への出展）
などです3)。
近年，木造の高層・大規模建築物が相次いで実現し
ています。さらに，ウッドショックを契機に国産材に
対する需要が強まっています。
オホーツク中央森林組合は，地域創出モデル事業で
の成果や木材需要を巡る変化をチャンスと捉え，オ
ホーツク産認証材の利用促進を進めていく考えです。
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2022年1月，「SDGs達成に向けた森林認証材の活
用」を趣旨とするセミナー（主催：北見市等）が開催
されました。オホーツク地域で先進的に進められてき
た森林認証の取得および認証材の利用を振り返り，木
質材料や木造建築物への展開を3人の講師がお話しさ
れています。講師のお一人であるオホーツク中央森林
組合の野呂田氏は，表題に示す演題で，紋別市を中心
とする網走西部流域地域における森林認証取得の経
緯，紋別市在職時の認証材の活用事例，および今後の
展開を紹介されています。そこで，野呂田氏のご了解
をいただき，その概要を紹介いたします。　

（文責：普及協会・菊地）

■網走西部流域地域における森林認証取得のあらまし
網走西部流域地域とは，オホーツク総合振興局の北
側に位置する1市5町1村で構成されるエリアです。こ
の中で，オホーツク中央森林組合は紋別市，興部町，
西興部村をエリアとしています。
網走西部流域地域での森林認証取得は，山林の手入
れの不足や地域材利用の低迷といった地域の林業・木
材産業に対する強い危機感が契機となっています。危
機を打開するために始めた勉強会等がきっかけとな
り，地域材のブランド化に向け，2004年から，まず
佐藤木材工業（株）社有林から認証取得が始まりまし
た。次いで，市町村有林・国有林・道有林，王子Gや
日本製紙G・住友林業のような大企業有林，そして一
般民有林へと認証取得が広がりました。一般民有林の
認証取得に際しては，市町村と森林組合が取得費用を
負担し，個人所有者の負担をなくして取得を推進して
きました。現在では，網走西部流域森林面積の約
85％，324,519ha（2017.9.31）が認証を取得してい
る日本最大の認証エリアとなっています1)。
このような認証取得の進展と合わせて，「森から海
の連環を考えるシンポジウム（2008年）」や「SGEC
森林認証セミナーinオホーツク（2010年）」などの開
催，首都圏（東京港区）との交流・連携（2009年，
お国自慢・森自慢・水自慢），認証材利用に対する助

成制度の創設など，認証材の普及に向け，さまざまな
取り組みを進めてきています。

■認証材の活用事例1－認証材活用住宅助成事業
紋別市は，認証材を使用して建てた住宅に対して認
証材の使用量に合わせた助成を2010年から実施して
います。助成制度の概要は表1のとおりです。さら
に，戸建て住宅に加え，共同住宅，長屋，寄宿舎等を
対象とする助成（認証材活用共同住宅等助成事業）も
実施しており，それについても表1に示します。

　

　

この制度は，紋別市に居住もしく移住予定の方が，
CoC認証を取得した紋別市内の建築会社等で建築する
ことが利用の条件となっています。これまで，年平均
10棟前後がこの制度を利用しています。制度を活用
した施主には，使用木材量を二酸化炭素固定量に換算
し，「あなたの家はCO2　○○トン　固定しています」
と表示した認証のプレートが贈られます。

■認証材の活用事例2－公共工事，公共建築物
紋別市では「紋別市SGEC認証材利用促進方針」を
策定し，
・市発注の「土木工事」，「建築工事」への認証材使
用依頼
・国営・道営事業への認証材使用要請

象と同類になります。木材が狂う原因は主に材中に含
まれる水分量の変化であり，レールの場合とメカニズ
ムが異なります。しかし，種々の固形物の大きさが環
境変化によって変化する現象は身近なところで生じて
います。以上の様に各種材料を観察すれば，木材と類
似の挙動をする例が少なくないことに気づきます。

■木材の主要な利用分野と木材特性
木材は衣食住の分野を始め，多くの分野で利用され
てきたことを林産試勤務で知りました。加えて，建築
部材（構造材，造作材）や家具に使用される木材が高
値で取引されることも認識しました。
建築部材となる木材に「燃える」，「腐る」，「狂う」
の3特性を当てはめてみます。もしも火事が発生した
ら，木材が燃える特性を持っていることを無視できま
せん。少し乱暴かも知れませんが，内部にいる人達が
逃げ出す時間を確保する工夫（木材が激しく燃え出し
たり，建物が延焼したりするまでの時間を遅らせる）
が施されていれば安心感が生まれます。また，木製の
土台・大引き・柱の腐朽（生物劣化）によって床が抜
け落ちるなどのトラブルは，木材を食するシロアリの
侵入，および床下や壁内での結露や水漏れトラブルが
引き金になって木材を分解する木材腐朽菌が活動しだ
すことで起こります（イラスト3）。あらかじめ，シ
ロアリや木材腐朽菌に木材が食べられないよう防蟻処
理や防腐処理をしておけば安心です。さらに，柱が
徐々に乾燥して痩せてしまって建具の建て付けが悪く
なるなどのトラブルを避けるには，十分に乾燥させた
柱材や建具材を使用すれば良いはずです。

以上の発想で，建築部材で欠点となり得る木材の3
特性を補う道が拓けます。その創意工夫を生み出す研
究や技術開発を担当する組織が林産試になります。

■各種材料の欠点をカバーする加工技術
金属，セラミックス，高分子を各種製品にする場
合，何らかの加工処理を施します。例えば，鉄が錆び
るのを防ぐためにペンキなどを塗布します。ペンキの
塗膜が，鉄と酸素が結合して酸化鉄になってしまう金
属腐食を邪魔するのです。セラミックス系材料の陶器
で湯飲みを作る場合，素焼きでは水漏れや衛生面での
問題が生じることから釉薬による表面処理（ガラス
コーティング）を施します（イラスト4）。

木材を燃え難くするには難燃剤を，腐れ難くするに
は防蟻・防腐剤をそれぞれ注入・塗装をする。狂いを
抑えるためには，角材でも内部まで十分な乾燥処理を
施す，またはラミナやべニアにし，乾燥後に接着剤を
用いて集成材・合板・LVLなどのサイズアップした角
材や厚板に再構築するなど，木材利用のための前処理
技術や加工技術が開発されてきました。　（つづく）

編集部から
筆者の富樫氏は，林産試験場の生物系研究者であっ
たことに加え，非木材系企業の技術者，生物系材料を
扱う教育者・研究者など，多様で豊富な経験を蓄積さ
れています。また，技術士（森林部門・林産）の先駆
的な取得者でもあります（ウッディエイジ2000年12
月号）。そこで，各回2頁，年4回（3か月ごと）のペ
ースで，ときに外部の視点を交えてながら林産試験場
や森林産業について語っていただきます。次回以降，
林産業と微生物制御（仮），床下のナミダタケ（仮）と
続きます。おたのしみにしていただければ幸いです。

■はじめに
1986年4月1日，小生は北海道立林産試験場に採用
されて当時の林産化学部木材保存科に配属となりまし
た（近文の旧庁舎から西神楽の新庁舎への移転・整備
の年度）。工業高校～総合電機メーカー～工学系大学
を経ていたこともあり，木材が生物材料であることを
初めて意識しました。それから19年間，木材の利用拡
大をミッションとするいくつかの業務を体験しました。
本シリーズでは木材産業の方々の視線を意識しなが
ら，小生の独断と偏見が入り混じった視点で木材の特
性と木材利用の取り組みを解説します。ウッディエイ
ジの読者の皆さまには，道総研林産試験場（以下，林
産試）や（一社）北海道林産技術普及協会の存在がよ
り身近に感じられる内容にしたいと考えています。ま
ずは，木材の特性から入ります。

■木材の材料特性：燃える・腐る・狂う
小生は新潟県最北部の山間部地域の出身で樹木や木
材はとても身近な存在でしたが，1986年までその材
料特性を気にしたことはありません。1974年に関東
地域に就職した時，実家は木造＋茅葺屋根で，そのメ
イン暖房は雑木やスギ材などを薪として使う囲炉裏で
した（イラスト1）。
林産試就職時の小生は30歳，かつ社会人経験者で
したので即戦力が期待される立場です。場長など首脳
陣の思いを推察すれば，木材の基本的な特性や性質に
ついては自学自習するしかありません。

林産試内定後に書店で購入した林産学の入門的なテ
キストに，木材には「燃える」，「腐る」，「狂う」な
どの特性があると記載されていました。工業材料とし
て木材を使用する場合，少なくともこの3点は無視で
きない欠点になる可能性があります。一方，見方を変
えれば「燃える」は燃料に適する性質，「腐る」はポ
イ捨てしてもやがては土へ還る地球環境にやさしい性
質，「狂う」（曲がる，ねじれる，伸縮する）は適材
適所で使えばオンリーワンの個性発揮が期待できる性
質です（イラスト2）。
　  

工学系大学で学んだ金属，セラミックス，高分子
（プラスチック）などの各種材料にも，「燃える」，
「腐る」，「狂う」などの性質があります。例えば，
セラミックス系材料のダイヤモンドは宝石としての利
用に加え，高硬度を活用して研磨材や特殊刃物材に利
用されます。一方，800℃を超える温度で燃焼して二
酸化炭素になってしまいます。高分子材料（繊維，フ
ィルム・シート・ボード，パイプなど）は石油を原材
料とする有機化合物であり，燃焼して二酸化炭素や水
などになります（木材の燃焼とほぼ同じ）。多くの金
属には酸素と結合して酸化物になる性質があり，金属
腐食と呼ばれてボロボロの状態になります（木材腐朽
に近い）。
また，材料が狂うことを固形物の大きさ（縦・横・
高さ）が変化すると捉えれば，イラスト2に示したよ
うに温度変化に伴って電車の鉄製レールが伸縮する現

オホーツク中央森林組合　野呂田　厚司

森林認証材の活用事例と
認証制度の今後の展開・展望

項目 戸建住宅 共同住宅等 
建築業者 CoC認定工務店 
認証材最低使用量 5m3 3m3/戸 
補助 
金額 

認証材 1) 
認証製品 2) 

5万円/m3 
5千円/m2 

3万円/m3 
3千円/m2 

上限額 3) 100万円 30万円/戸 4) 
1) 構造材        
2) 内装材，床材等 
3) 認証材，認証製品の合計の上限 
4) 例：1棟4戸の場合120万円 

  

表1　認証材活用住宅・共同住宅等助成制度
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・認証材を使用した木造公共施設の建築
を進めてきています。これまでの実績を表2に示し
ます。
また，2026年3月完成を目標に，紋別市の新庁舎建

設計画が進められています。RC造と木造のハイブ
リッド構造とすることが検討されていて，市有林等か
らの認証材が新庁舎の構造用集成材や内装材として利
用される見込みです。

■認証材の活用事例3－ワンウェイフレーム
認証材の利用促進に向け，2009年に紋別市内の林
業・木材業・建築業12社で森林認証材活用促進協議
会が設立されました。協議会で取り組んだことの一つ
が，「ワンウェイフレーム構造」の開発です。これ
は，横材にカラマツ集成材，縦材にトドマツ製材を配
し，それそれをL型プレートとドリフトピンで接合し
たロの字フレームを現場で組み立てる構造です（写真

4）。建方が容易で施工期間および施工コストが削減
できる特徴があり，応急仮設住宅として活用すること
も検討されました。

■認証材の活用事例4～みなとモデル～
東京都港区は，区内で建築される一定規模以上の建
築物に，港区と協定を結んでいる自治体から産出され
る木材の使用を推奨する「みなとモデル二酸化炭素固
定認証制度」を実施しています2)。みなとモデルは，
紋別を始めとする協定自治体の森で吸収された二酸化
炭素を，港区内の建築物で固定する仕組みで，該当す
る建築物には固定した二酸化炭素量を表示した標章
（図1）が発行されます。

この制度発足の基になったのが2009年に港区で開
催された「森と水サミット」で，紋別市は全国の8市
町村の一つとして初回から参加しています。これまで
に，表3に示すような港区内の建築物で紋別市の認証
材が使用されてきています。

■認証材の活用事例5～オリパラ・バイオマス発電～
新国立競技場（杜のスタジアム）の大屋根に認証カ
ラマツ材（写真5）が，選手村に設置された交流ス
ペース「ビレッジプラザ」に認証トドマツ材がそれぞ
れ使用されています。ビレッジプラザに使用されたト
ドマツ材は返却され，再利用方法が検討されていま
す。

2016年に営業運転を開始した紋別バイオマス発電
所は，認証材については300円/m3上乗せして買い取
りしています。年間取り扱い量が1万m3なので，300
万円が山に還元されています。

■今後に向けて
網走西部流域地域は国の公募事業である「林業成長
産業化地域創出モデル地域」に選定され，2017年か
ら2021年までの5年間，森林認証を柱とした環境ブラ
ンドの確立による魅力ある林業・木材産業への転換に
取り組んできました。たとえば，
・首都圏企業のCSRに対するマーケティング調査，
セミナーの開催
・森林認証の環境価値を活かしたプロモーション（首
都圏で開催される展示会への出展）
などです3)。
近年，木造の高層・大規模建築物が相次いで実現し
ています。さらに，ウッドショックを契機に国産材に
対する需要が強まっています。
オホーツク中央森林組合は，地域創出モデル事業で
の成果や木材需要を巡る変化をチャンスと捉え，オ
ホーツク産認証材の利用促進を進めていく考えです。

参考資料
1)三浦祥子：北海道における森林認証の取得状況に
ついて，北方森林研究65巻，pp.3-4（2017）．

2)酒井里佳：都心における建物への木材利用－みな
とモデルが繋ぐ都市と森－，ウッディエイジ，8月
号，pp.4-8（2019）．

3)佐々木康郎：林業成長産業化地域創出モデル事業
の取組について～北海道網走西部流域地域の事
例，ウッディエイジ，10月号，pp.4-7（2020）．

2022年1月，「SDGs達成に向けた森林認証材の活
用」を趣旨とするセミナー（主催：北見市等）が開催
されました。オホーツク地域で先進的に進められてき
た森林認証の取得および認証材の利用を振り返り，木
質材料や木造建築物への展開を3人の講師がお話しさ
れています。講師のお一人であるオホーツク中央森林
組合の野呂田氏は，表題に示す演題で，紋別市を中心
とする網走西部流域地域における森林認証取得の経
緯，紋別市在職時の認証材の活用事例，および今後の
展開を紹介されています。そこで，野呂田氏のご了解
をいただき，その概要を紹介いたします。　

（文責：普及協会・菊地）

■網走西部流域地域における森林認証取得のあらまし
網走西部流域地域とは，オホーツク総合振興局の北
側に位置する1市5町1村で構成されるエリアです。こ
の中で，オホーツク中央森林組合は紋別市，興部町，
西興部村をエリアとしています。
網走西部流域地域での森林認証取得は，山林の手入
れの不足や地域材利用の低迷といった地域の林業・木
材産業に対する強い危機感が契機となっています。危
機を打開するために始めた勉強会等がきっかけとな
り，地域材のブランド化に向け，2004年から，まず
佐藤木材工業（株）社有林から認証取得が始まりまし
た。次いで，市町村有林・国有林・道有林，王子Gや
日本製紙G・住友林業のような大企業有林，そして一
般民有林へと認証取得が広がりました。一般民有林の
認証取得に際しては，市町村と森林組合が取得費用を
負担し，個人所有者の負担をなくして取得を推進して
きました。現在では，網走西部流域森林面積の約
85％，324,519ha（2017.9.31）が認証を取得してい
る日本最大の認証エリアとなっています1)。
このような認証取得の進展と合わせて，「森から海
の連環を考えるシンポジウム（2008年）」や「SGEC
森林認証セミナーinオホーツク（2010年）」などの開
催，首都圏（東京港区）との交流・連携（2009年，
お国自慢・森自慢・水自慢），認証材利用に対する助

成制度の創設など，認証材の普及に向け，さまざまな
取り組みを進めてきています。

■認証材の活用事例1－認証材活用住宅助成事業
紋別市は，認証材を使用して建てた住宅に対して認
証材の使用量に合わせた助成を2010年から実施して
います。助成制度の概要は表1のとおりです。さら
に，戸建て住宅に加え，共同住宅，長屋，寄宿舎等を
対象とする助成（認証材活用共同住宅等助成事業）も
実施しており，それについても表1に示します。

　

　

この制度は，紋別市に居住もしく移住予定の方が，
CoC認証を取得した紋別市内の建築会社等で建築する
ことが利用の条件となっています。これまで，年平均
10棟前後がこの制度を利用しています。制度を活用
した施主には，使用木材量を二酸化炭素固定量に換算
し，「あなたの家はCO2　○○トン　固定しています」
と表示した認証のプレートが贈られます。

■認証材の活用事例2－公共工事，公共建築物
紋別市では「紋別市SGEC認証材利用促進方針」を
策定し，
・市発注の「土木工事」，「建築工事」への認証材使
用依頼
・国営・道営事業への認証材使用要請

象と同類になります。木材が狂う原因は主に材中に含
まれる水分量の変化であり，レールの場合とメカニズ
ムが異なります。しかし，種々の固形物の大きさが環
境変化によって変化する現象は身近なところで生じて
います。以上の様に各種材料を観察すれば，木材と類
似の挙動をする例が少なくないことに気づきます。

■木材の主要な利用分野と木材特性
木材は衣食住の分野を始め，多くの分野で利用され
てきたことを林産試勤務で知りました。加えて，建築
部材（構造材，造作材）や家具に使用される木材が高
値で取引されることも認識しました。
建築部材となる木材に「燃える」，「腐る」，「狂う」
の3特性を当てはめてみます。もしも火事が発生した
ら，木材が燃える特性を持っていることを無視できま
せん。少し乱暴かも知れませんが，内部にいる人達が
逃げ出す時間を確保する工夫（木材が激しく燃え出し
たり，建物が延焼したりするまでの時間を遅らせる）
が施されていれば安心感が生まれます。また，木製の
土台・大引き・柱の腐朽（生物劣化）によって床が抜
け落ちるなどのトラブルは，木材を食するシロアリの
侵入，および床下や壁内での結露や水漏れトラブルが
引き金になって木材を分解する木材腐朽菌が活動しだ
すことで起こります（イラスト3）。あらかじめ，シ
ロアリや木材腐朽菌に木材が食べられないよう防蟻処
理や防腐処理をしておけば安心です。さらに，柱が
徐々に乾燥して痩せてしまって建具の建て付けが悪く
なるなどのトラブルを避けるには，十分に乾燥させた
柱材や建具材を使用すれば良いはずです。

以上の発想で，建築部材で欠点となり得る木材の3
特性を補う道が拓けます。その創意工夫を生み出す研
究や技術開発を担当する組織が林産試になります。

■各種材料の欠点をカバーする加工技術
金属，セラミックス，高分子を各種製品にする場
合，何らかの加工処理を施します。例えば，鉄が錆び
るのを防ぐためにペンキなどを塗布します。ペンキの
塗膜が，鉄と酸素が結合して酸化鉄になってしまう金
属腐食を邪魔するのです。セラミックス系材料の陶器
で湯飲みを作る場合，素焼きでは水漏れや衛生面での
問題が生じることから釉薬による表面処理（ガラス
コーティング）を施します（イラスト4）。

木材を燃え難くするには難燃剤を，腐れ難くするに
は防蟻・防腐剤をそれぞれ注入・塗装をする。狂いを
抑えるためには，角材でも内部まで十分な乾燥処理を
施す，またはラミナやべニアにし，乾燥後に接着剤を
用いて集成材・合板・LVLなどのサイズアップした角
材や厚板に再構築するなど，木材利用のための前処理
技術や加工技術が開発されてきました。　（つづく）

編集部から
筆者の富樫氏は，林産試験場の生物系研究者であっ
たことに加え，非木材系企業の技術者，生物系材料を
扱う教育者・研究者など，多様で豊富な経験を蓄積さ
れています。また，技術士（森林部門・林産）の先駆
的な取得者でもあります（ウッディエイジ2000年12
月号）。そこで，各回2頁，年4回（3か月ごと）のペ
ースで，ときに外部の視点を交えてながら林産試験場
や森林産業について語っていただきます。次回以降，
林産業と微生物制御（仮），床下のナミダタケ（仮）と
続きます。おたのしみにしていただければ幸いです。

■はじめに
1986年4月1日，小生は北海道立林産試験場に採用
されて当時の林産化学部木材保存科に配属となりまし
た（近文の旧庁舎から西神楽の新庁舎への移転・整備
の年度）。工業高校～総合電機メーカー～工学系大学
を経ていたこともあり，木材が生物材料であることを
初めて意識しました。それから19年間，木材の利用拡
大をミッションとするいくつかの業務を体験しました。
本シリーズでは木材産業の方々の視線を意識しなが
ら，小生の独断と偏見が入り混じった視点で木材の特
性と木材利用の取り組みを解説します。ウッディエイ
ジの読者の皆さまには，道総研林産試験場（以下，林
産試）や（一社）北海道林産技術普及協会の存在がよ
り身近に感じられる内容にしたいと考えています。ま
ずは，木材の特性から入ります。

■木材の材料特性：燃える・腐る・狂う
小生は新潟県最北部の山間部地域の出身で樹木や木
材はとても身近な存在でしたが，1986年までその材
料特性を気にしたことはありません。1974年に関東
地域に就職した時，実家は木造＋茅葺屋根で，そのメ
イン暖房は雑木やスギ材などを薪として使う囲炉裏で
した（イラスト1）。
林産試就職時の小生は30歳，かつ社会人経験者で
したので即戦力が期待される立場です。場長など首脳
陣の思いを推察すれば，木材の基本的な特性や性質に
ついては自学自習するしかありません。

林産試内定後に書店で購入した林産学の入門的なテ
キストに，木材には「燃える」，「腐る」，「狂う」な
どの特性があると記載されていました。工業材料とし
て木材を使用する場合，少なくともこの3点は無視で
きない欠点になる可能性があります。一方，見方を変
えれば「燃える」は燃料に適する性質，「腐る」はポ
イ捨てしてもやがては土へ還る地球環境にやさしい性
質，「狂う」（曲がる，ねじれる，伸縮する）は適材
適所で使えばオンリーワンの個性発揮が期待できる性
質です（イラスト2）。
　  

工学系大学で学んだ金属，セラミックス，高分子
（プラスチック）などの各種材料にも，「燃える」，
「腐る」，「狂う」などの性質があります。例えば，
セラミックス系材料のダイヤモンドは宝石としての利
用に加え，高硬度を活用して研磨材や特殊刃物材に利
用されます。一方，800℃を超える温度で燃焼して二
酸化炭素になってしまいます。高分子材料（繊維，フ
ィルム・シート・ボード，パイプなど）は石油を原材
料とする有機化合物であり，燃焼して二酸化炭素や水
などになります（木材の燃焼とほぼ同じ）。多くの金
属には酸素と結合して酸化物になる性質があり，金属
腐食と呼ばれてボロボロの状態になります（木材腐朽
に近い）。
また，材料が狂うことを固形物の大きさ（縦・横・
高さ）が変化すると捉えれば，イラスト2に示したよ
うに温度変化に伴って電車の鉄製レールが伸縮する現

 

 

施設 年 認証材使用量 
オホーツクはまなす農協

哺育・育成牧場（写真1） 
（木造施設合計16棟） 

2007
～

2012 
1,173m3 

休日夜間急病センター医

師滞在共同住宅 
2010 

構造材 18m3 
内装材 126m2 

休日夜間急病センター医

師滞在共同住宅 
2011 

構造材 21.4m3 
内装材 134.9m2 

花のサロン（オホーツク

流氷公園内）（写真2） 
2010 

構造材 22.4m3 
羽目板 29.8m2 

紋別公園管理棟・トイレ 2011 
構造材 14.5m3 
羽目板 102.2m2 

紋別市立保育所・児童館

（写真3） 
2014 295.05m3 

西紋別こども発達支援セ

ンター 
2018 93m3 

海洋交流館（ガリンコ号

発着場） 
2020 2m3 

 

写真1　哺育・育成牧場牛舎

写真2　花のサロン

写真3　保育所・児童館

写真4　ワンウェイフレーム

表2　公共建築物等での認証材使用例
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・認証材を使用した木造公共施設の建築
を進めてきています。これまでの実績を表2に示し
ます。
また，2026年3月完成を目標に，紋別市の新庁舎建

設計画が進められています。RC造と木造のハイブ
リッド構造とすることが検討されていて，市有林等か
らの認証材が新庁舎の構造用集成材や内装材として利
用される見込みです。

■認証材の活用事例3－ワンウェイフレーム
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業・木材業・建築業12社で森林認証材活用促進協議
会が設立されました。協議会で取り組んだことの一つ
が，「ワンウェイフレーム構造」の開発です。これ
は，横材にカラマツ集成材，縦材にトドマツ製材を配
し，それそれをL型プレートとドリフトピンで接合し
たロの字フレームを現場で組み立てる構造です（写真

4）。建方が容易で施工期間および施工コストが削減
できる特徴があり，応急仮設住宅として活用すること
も検討されました。

■認証材の活用事例4～みなとモデル～
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定認証制度」を実施しています2)。みなとモデルは，
紋別を始めとする協定自治体の森で吸収された二酸化
炭素を，港区内の建築物で固定する仕組みで，該当す
る建築物には固定した二酸化炭素量を表示した標章
（図1）が発行されます。

この制度発足の基になったのが2009年に港区で開
催された「森と水サミット」で，紋別市は全国の8市
町村の一つとして初回から参加しています。これまで
に，表3に示すような港区内の建築物で紋別市の認証
材が使用されてきています。
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ペース「ビレッジプラザ」に認証トドマツ材がそれぞ
れ使用されています。ビレッジプラザに使用されたト
ドマツ材は返却され，再利用方法が検討されていま
す。

2016年に営業運転を開始した紋別バイオマス発電
所は，認証材については300円/m3上乗せして買い取
りしています。年間取り扱い量が1万m3なので，300
万円が山に還元されています。

■今後に向けて
網走西部流域地域は国の公募事業である「林業成長
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ンドの確立による魅力ある林業・木材産業への転換に
取り組んできました。たとえば，
・首都圏企業のCSRに対するマーケティング調査，
セミナーの開催
・森林認証の環境価値を活かしたプロモーション（首
都圏で開催される展示会への出展）
などです3)。
近年，木造の高層・大規模建築物が相次いで実現し
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対する需要が強まっています。
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佐藤木材工業（株）社有林から認証取得が始まりまし
た。次いで，市町村有林・国有林・道有林，王子Gや
日本製紙G・住友林業のような大企業有林，そして一
般民有林へと認証取得が広がりました。一般民有林の
認証取得に際しては，市町村と森林組合が取得費用を
負担し，個人所有者の負担をなくして取得を推進して
きました。現在では，網走西部流域森林面積の約
85％，324,519ha（2017.9.31）が認証を取得してい
る日本最大の認証エリアとなっています1)。
このような認証取得の進展と合わせて，「森から海
の連環を考えるシンポジウム（2008年）」や「SGEC
森林認証セミナーinオホーツク（2010年）」などの開
催，首都圏（東京港区）との交流・連携（2009年，
お国自慢・森自慢・水自慢），認証材利用に対する助

成制度の創設など，認証材の普及に向け，さまざまな
取り組みを進めてきています。

■認証材の活用事例1－認証材活用住宅助成事業
紋別市は，認証材を使用して建てた住宅に対して認
証材の使用量に合わせた助成を2010年から実施して
います。助成制度の概要は表1のとおりです。さら
に，戸建て住宅に加え，共同住宅，長屋，寄宿舎等を
対象とする助成（認証材活用共同住宅等助成事業）も
実施しており，それについても表1に示します。

　

　

この制度は，紋別市に居住もしく移住予定の方が，
CoC認証を取得した紋別市内の建築会社等で建築する
ことが利用の条件となっています。これまで，年平均
10棟前後がこの制度を利用しています。制度を活用
した施主には，使用木材量を二酸化炭素固定量に換算
し，「あなたの家はCO2　○○トン　固定しています」
と表示した認証のプレートが贈られます。

■認証材の活用事例2－公共工事，公共建築物
紋別市では「紋別市SGEC認証材利用促進方針」を
策定し，
・市発注の「土木工事」，「建築工事」への認証材使
用依頼
・国営・道営事業への認証材使用要請

象と同類になります。木材が狂う原因は主に材中に含
まれる水分量の変化であり，レールの場合とメカニズ
ムが異なります。しかし，種々の固形物の大きさが環
境変化によって変化する現象は身近なところで生じて
います。以上の様に各種材料を観察すれば，木材と類
似の挙動をする例が少なくないことに気づきます。

■木材の主要な利用分野と木材特性
木材は衣食住の分野を始め，多くの分野で利用され
てきたことを林産試勤務で知りました。加えて，建築
部材（構造材，造作材）や家具に使用される木材が高
値で取引されることも認識しました。
建築部材となる木材に「燃える」，「腐る」，「狂う」
の3特性を当てはめてみます。もしも火事が発生した
ら，木材が燃える特性を持っていることを無視できま
せん。少し乱暴かも知れませんが，内部にいる人達が
逃げ出す時間を確保する工夫（木材が激しく燃え出し
たり，建物が延焼したりするまでの時間を遅らせる）
が施されていれば安心感が生まれます。また，木製の
土台・大引き・柱の腐朽（生物劣化）によって床が抜
け落ちるなどのトラブルは，木材を食するシロアリの
侵入，および床下や壁内での結露や水漏れトラブルが
引き金になって木材を分解する木材腐朽菌が活動しだ
すことで起こります（イラスト3）。あらかじめ，シ
ロアリや木材腐朽菌に木材が食べられないよう防蟻処
理や防腐処理をしておけば安心です。さらに，柱が
徐々に乾燥して痩せてしまって建具の建て付けが悪く
なるなどのトラブルを避けるには，十分に乾燥させた
柱材や建具材を使用すれば良いはずです。

以上の発想で，建築部材で欠点となり得る木材の3
特性を補う道が拓けます。その創意工夫を生み出す研
究や技術開発を担当する組織が林産試になります。

■各種材料の欠点をカバーする加工技術
金属，セラミックス，高分子を各種製品にする場
合，何らかの加工処理を施します。例えば，鉄が錆び
るのを防ぐためにペンキなどを塗布します。ペンキの
塗膜が，鉄と酸素が結合して酸化鉄になってしまう金
属腐食を邪魔するのです。セラミックス系材料の陶器
で湯飲みを作る場合，素焼きでは水漏れや衛生面での
問題が生じることから釉薬による表面処理（ガラス
コーティング）を施します（イラスト4）。

木材を燃え難くするには難燃剤を，腐れ難くするに
は防蟻・防腐剤をそれぞれ注入・塗装をする。狂いを
抑えるためには，角材でも内部まで十分な乾燥処理を
施す，またはラミナやべニアにし，乾燥後に接着剤を
用いて集成材・合板・LVLなどのサイズアップした角
材や厚板に再構築するなど，木材利用のための前処理
技術や加工技術が開発されてきました。　（つづく）

編集部から
筆者の富樫氏は，林産試験場の生物系研究者であっ
たことに加え，非木材系企業の技術者，生物系材料を
扱う教育者・研究者など，多様で豊富な経験を蓄積さ
れています。また，技術士（森林部門・林産）の先駆
的な取得者でもあります（ウッディエイジ2000年12
月号）。そこで，各回2頁，年4回（3か月ごと）のペ
ースで，ときに外部の視点を交えてながら林産試験場
や森林産業について語っていただきます。次回以降，
林産業と微生物制御（仮），床下のナミダタケ（仮）と
続きます。おたのしみにしていただければ幸いです。

■はじめに
1986年4月1日，小生は北海道立林産試験場に採用
されて当時の林産化学部木材保存科に配属となりまし
た（近文の旧庁舎から西神楽の新庁舎への移転・整備
の年度）。工業高校～総合電機メーカー～工学系大学
を経ていたこともあり，木材が生物材料であることを
初めて意識しました。それから19年間，木材の利用拡
大をミッションとするいくつかの業務を体験しました。
本シリーズでは木材産業の方々の視線を意識しなが
ら，小生の独断と偏見が入り混じった視点で木材の特
性と木材利用の取り組みを解説します。ウッディエイ
ジの読者の皆さまには，道総研林産試験場（以下，林
産試）や（一社）北海道林産技術普及協会の存在がよ
り身近に感じられる内容にしたいと考えています。ま
ずは，木材の特性から入ります。

■木材の材料特性：燃える・腐る・狂う
小生は新潟県最北部の山間部地域の出身で樹木や木
材はとても身近な存在でしたが，1986年までその材
料特性を気にしたことはありません。1974年に関東
地域に就職した時，実家は木造＋茅葺屋根で，そのメ
イン暖房は雑木やスギ材などを薪として使う囲炉裏で
した（イラスト1）。
林産試就職時の小生は30歳，かつ社会人経験者で
したので即戦力が期待される立場です。場長など首脳
陣の思いを推察すれば，木材の基本的な特性や性質に
ついては自学自習するしかありません。

林産試内定後に書店で購入した林産学の入門的なテ
キストに，木材には「燃える」，「腐る」，「狂う」な
どの特性があると記載されていました。工業材料とし
て木材を使用する場合，少なくともこの3点は無視で
きない欠点になる可能性があります。一方，見方を変
えれば「燃える」は燃料に適する性質，「腐る」はポ
イ捨てしてもやがては土へ還る地球環境にやさしい性
質，「狂う」（曲がる，ねじれる，伸縮する）は適材
適所で使えばオンリーワンの個性発揮が期待できる性
質です（イラスト2）。
　  

工学系大学で学んだ金属，セラミックス，高分子
（プラスチック）などの各種材料にも，「燃える」，
「腐る」，「狂う」などの性質があります。例えば，
セラミックス系材料のダイヤモンドは宝石としての利
用に加え，高硬度を活用して研磨材や特殊刃物材に利
用されます。一方，800℃を超える温度で燃焼して二
酸化炭素になってしまいます。高分子材料（繊維，フ
ィルム・シート・ボード，パイプなど）は石油を原材
料とする有機化合物であり，燃焼して二酸化炭素や水
などになります（木材の燃焼とほぼ同じ）。多くの金
属には酸素と結合して酸化物になる性質があり，金属
腐食と呼ばれてボロボロの状態になります（木材腐朽
に近い）。
また，材料が狂うことを固形物の大きさ（縦・横・
高さ）が変化すると捉えれば，イラスト2に示したよ
うに温度変化に伴って電車の鉄製レールが伸縮する現

写真5　認証カラマツ材の出荷
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図1　二酸化炭素固定量が表示された標章の例2)

表3　認証材のみなとモデル建築物での使用事例


